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共立祭参加 2011年10月15日(土)、16日(日)、神田キャンパスで共立祭が催された

本館1階のロビー、講堂、グラ

ウンドなどでは、ダンス、ファッシ

ョン、音楽などの各サークルが日ご

ろの活動の成果を披露し、おおいに

賑わった。

本館地下1階~5階の教室ではサ

ークルの展示やバザーなど、2号館

では学部のコースやゼミの展示が

行われ、3号館ではサークルのほか

看護学科の展示などが行われた。5

号館では今回も櫻友会の全国支部

物産展が開かれ、地震で大きな被害

を受けた東北各地の物産の売れ行

きが好調だったという。

2011年のテーマは「Re:」(再生)。

3月11日の東日本大震災で被害を

受けた方々には一日も早く立ち直

ってほしいという祈りと願いが込

められているという。それを踏まえ

てか、売店を出店しているサークル

では、「売り上げを義援金として寄

付します」と掲げているサークルも

目についた。

OGネットの会場は本館4階407

号室。メイン展示では、共立女子大

学の卒業生である劇作家、川崎照代

氏の仕事をポスターとパンフレッ

トで紹介した。さらに軌道に乗って

きた「卒業生による就職活動支

援」の様子を写真で紹介し、15

号まで発行された「文芸 OGネ

ットワーク通信」のバックナン

バーを展示。茶菓を用意し、歓
談のコーナーを設けたので、若

い人が話し込んでいく姿も見ら

れた。小規模ながら、バザーも

行った。

会場風景

川崎照代さんについて

川崎照代さんは、文芸学部劇芸術

コースを 1969(S44)年に卒業さ

れた劇作家である。

故郷鹿児島県枕崎を舞台にした

作品「塩祝申そう」で1978年度文

化庁創作奨励特別賞を受賞、新進劇

作家の道を歩き始め、今日まで数多

くの劇作品を発表している。同じ鰹

漁の港町を舞台とした「塩祝申そう」

「鰹群」 「港の風」三部作の一挙上演

(劇団「ぐるーぷえいと」)は 93 年

度の演劇界の大きな話題となった。

この三部作をワーグナーの「ニーベ

ルングの指輪」になぞらえて「『浜蔵』

というある神々の一族の世界の崩壊

の物語である」(みなもとごろう氏)

と評した批評もあった。近年は文学

座のために「野分立つ」(1995年)、

「初雷」(2007年)を書き下ろし、

とりわけ「野分立つ」は地方公演の

希望が多い作品である。

川崎さんを劇作の世界に誘なった

のは、3年次に受講した故藤木宏幸

教授担当の「ドラマ演習」であった

という。現在 OG ネットがすすめて

いる演劇資料整理の仕事は、劇芸術

研究室の助手であった川崎さんがそ

もそも始められたものである。川崎

さんの演劇にそそぐ愛情と情熱が、

この大変な作業の基礎をつくりあげ

る原動力であったにちがいない。
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就職支援活動報告

文芸OG ネットワークでは、2011

年より共立の卒業生による就活支

援の活動を始めました。おもな活動

は、就活中あるいはこれから就活に

挑む文芸学部の学生さんに、経験豊

富な OG がアドバイスし、就活を

支援するための会を開催するとい

うものです。

あくまでボランティアベースで

すが、少しでも母校に御恩返しでき

ればという思いから始まりました。

どの学生さんもシッカリした考え

を持っていますが、それらの長所を

後押していく会であります。この考

えに賛同した仲間とともに、私たち

の人生経験を是非学生さん達に伝

えていければと活動を行っており

ます。

2012年1月までに3回開催しま

した。

第1回 平成23年7月開催。10

名の学生が参加。アドバイ

ザーとして教員、就職進

課、OGが参加。

第2回

第3回

平成23年10月開催。8

名の学生が参加。アドバ

イザーとして教員、就職

進路課、OGが参加。

平成24年1月開催。9

名の学生が参加。アドバ

イザーとして教員、就職

進路課、OGが参加。

今後は学校側(就職進路課)や

先生方と連携して、より学生さん

のニーズに応えるべくフレキシ

ブルに対応していこうと考えて

います。

会に参加してくださった方々

からは、目前の就職活動のみなら

ずOGの苦労話、また OGによる

採用サイドの話など、学生たちの

その後の生き方などに大きな影

響を持つのではないかというご

意見も寄せられました。毎回、終

了の時間がきても話は尽きるこ

となく続き、とても内容の濃いミ

ーティングとなりました。

今後の課題としては、まず、こ

のように温かく内容の濃い活動を

多くの方に如何に周知していくか

ということがあげられます。そし

てもう一点は、学生の皆さんに学

年を問わず、就職に対する意識を

持っていただき、現場の状況を身

近に知っていただくということで

す。意識を高め、現場の状況を知

ればもっと積極的に就活に取り組

めるのではないかと思います。こ

の会を通して学生さん同士の協力

の輪が広がり卒業後も相互に連携

していけるようになればいいと望

んでおります。

なお、この活動をお手伝いして

もいいと思われる方のご参加をお

願いいたします。今のところ、会

の開催は不定期ではありますが、

ご自身の社会経験をお話しいただ

ける方、また、活動の運営(会合

時の撮影や議事進行等)をお手伝

いくださる方のご参加をお待ちし

ています。

森田 久枝(S54)

劇芸術資料室から

資料整理の2011年は、夏頃からデータベース化の第一歩を踏みだした。資料がコンパクトにまとまっていた

宝塚歌劇東京公演を開演年月日、演目、組、出演者等を一覧表にして、その数およそ300件、ほぼ年末に入力

終了。また5月26日から1ヶ月ほど共立女子大学本館1階ロビーで「井上ひさしの劇世界」展開催。その期間

に開催されたサロン講座では、ひさし氏三女、井上麻矢氏に「父の残した劇団 こまつ座の仕事」と題して興味

深い話をしていただいた。

秋頃からは展示の終わった井上ひさし氏関係資料のデータベース化に取りかかったが、まだ鉛筆の先でつけ

た小さな黒点にすぎない。2台のパソコン (1台はOG ネット購入、もう1台は劇芸術研究室から借用)を駆使

して、これからも延々と入力作業が続く。しかし資料整理に参加している人達は高年齢者、パソコンを自由自

在にこなせる人材の確保が必要不可欠である。パソコン大好き OGの参加を期待したい。
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連載 私の学生時代 - 文芸学部で学んだ日々

前号からスタートした「私の学生時代一文芸学部で学んだ日々」。第2回目は、1期生の山田史子さんに学校行事や

寮生活、部活動などに触れながら、創設時の“共立ライフ”の様子を振り返っていただいた。

常々、高校時代の恩師から東京で

の楽しかった学生時代のことを聞

かされていた影響もあり、東京での

大学生活に憧れを抱き広島県から

上京、同郷の大先輩のお勧めもあっ

て共立女子大学も受験。他校では学

べない教科内容に魅力を感じ、共立

女子大学文芸学部 [国文学専攻]に

入学する。その気持ちの中には当時

もてはやされ始めたマスコミ関係

の仕事への関心もあったかと思う。

【講義】

文芸学部の講義を担当してくだ

さったのは、東大、早大、東北大に

縁のあった教授・助教授の先生方や

当時の放送界、出版界、映画界、文
学界で屈指の先生方であった。それ

故「本来、君達の能力では決して聴

講できないハイレベルの講義であ

るから真剣に学ぶように」と先生方

から励ましを受けたものである。

許す限り多くの講義を聴講した。

講義内容は非常に豊かで、時間の

かしく思い出されるのは羽織袴・雪

駄履きの岡崎義恵先生の凛とした

お姿と、「お金の無い君達は教養の

ためデパートの書道・美術・陶器展

等多く見に行くように」と勧められ

たことである。久保田万太郎先生の

美しい板書や優しい語り口の講義

も忘れがたい。

【部活動】

私は家政学部にあった「短歌研究

会」と東大、早稲田、中央、明治、

学習院、国学院、青山学院等の学生

で構成される「大学歌人会」にも入

会した。長期休暇中以外は、毎月の

ように各大学が持ち回りで歌会を

開催していた。共立女子大学短歌研
究会は中河幹子先生のご指導を仰

いだ。先生からは「今のうちに広く

学び、しっかりした人としての基礎

を身につけなさい」と短歌以外のこ

とも教えていただいた。

昭和28年12月5日、短歌研究

会主催でく文芸講義>を、吉田精二

先生、本林勝夫先生を講師としてお

招きし、文芸の第二教室で開催。ま

た翌29年12月4日には佐藤佐太

郎氏、中河与一先生に講師をしてい

ただき開催した。

【教育実習】

共立女子高校で昭和31年6月に

準備と評価を含めて全15日間、教

育実習生として貴重な体験をした。

私は国語の高等学校二級普通免許

と中学校一級の普通免許取得。

【遠足】

昭和28年春「箱根」、秋「日光」、

29年春「鎌倉」、秋「村山貯水池」、

30年春「水郷めぐり」、31年春 「ユ

ネスコ村」、32年卒業旅行「北海道」

等であったかと思う。その他所属す

る研究会やグループで遠足や旅行

も行われていた。

【寮祭】

昭和29年12月4~5日、杉並区

の成宗新寮で開催。NHK「歌のお

ばさん」の安西愛子さんの独唱会等

が行われた。翌30年12月19日夕、

前夜祭で鰐淵晴子さんのヴァイオ

リン演奏、寮生の演劇があり、夕食

後は仮装大会、夜はファイアースト

ームに点火、スクラムを組んで歌を

唄い楽しんだ。20日は研究作品や

漫画(寮生作)等が展示された。

『文芸学部 50年誌』より

【バレーボール大会】

昭和30年5月学部対抗試合が始

まり、6月4日の決戦では3点差で

被服学部優勝、文芸学部は準優勝。

【特記】

その当時、毎日のようにラジオか

ら共立講堂の名が聞かれていたが、

昭和31年2月23日夜8時20分頃、

原因不明の火事で焼失。学長の多大

な尽力で32年3月の卒業式は新講

堂で挙行された。

自動車我式

思えば、先生・友人・両親

多くの方々の慈愛に支えられ

た4年間であったと感謝して

いる。

山田 史子(旧姓:岡竹)

*遠足の写真は

山田史子さんの

私蔵のものです。
(編集部)

(S32)




